ロボット製作部つくばチャレンジ2010参加報告書
　ロボット製作部は、同窓会より助成いただいた資金を使い、茨城県つくば市で開催された屋外自律走行ロボットの大会である「つくばチャレンジ2010」に参加しました。
　まず何もないところより参加するためのロボットを新たに製作しました。材料として市販の除雪機のゴムクローラー部分を、保守部品として取り寄せ、これを独自設計のアルミ車体に取り付けたものです。車体の設計は学生たちが自ら行いました。描いた設計図は70枚ほどになりました。これらを業者に発注し、切り抜かれてきた板材、角材に穴あけなどの加工を自分たちで行い、組み立てを行いました。さらにセンサー回路、モーター駆動回路など電気回路の設計も自分たちの手で行い、顧問の先生より部品の供給を受け、最終的には自分たちの手で仕上げることができました。
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　この作成したロボットをつくばまで運搬し、１１月１７日の実験走行、１１月１８日のトライアル走行に出場しました。下の写真が、実験走行の日に、競技コースを試走したときの写真です。この実験走行の時に、ロボットによりGPSによるコース位置情報等を取得し、翌日の予選であるトライアル走行に備えました。
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　下の写真が予選であるトライアル走行の１回目で、まさにロボットをスタートさせようとしているときの写真です。
　この後、ロボットは以下の写真のように無事にスタートしましたが、70mほど進んだところでリタイアとなってしまいました。
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下の写真が、トライアル走行２回目の、出走準備の写真です。
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　２回目のトライアル走行も無事に出発しましたが、途中よりコースを外れ、とんでもない方向に行ってしまい、あえなく途中リタイアとなってしまいました。
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　今回前年度に引き続き、２回目のつくばチャレンジ出場となりましたが、予選であるトライアル走行を完走できずに、予選落ちとなってしまいました。しかし、前回よりも若干走行距離が伸び、また障害物回避能力も格段に向上していたのが今回の収穫でした。今後も努力を重ねてゆき、せめて予選だけは間違えなく通過できるようなロボットを製作できるようになりたいと思います。
　ロボットの大会の出場には、ロボットの原材料費、加工賃、遠征費、大会参加登録費など恐らく百万円近くのお金がかかる中、今回同窓会の補助がいただけましたことにつきましては大変感謝しております。ロボット製作部では今後とも大会の出場を通して、「北海道にロボットの北海道工業大学あり」と言われるように努力していきたいと思っています。
